
160

（47）

氏名（生年月日）

本     籍

学位の種類
学位授与の番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

ヨシ   オカ    ユキ    ォ

吉岡行雄（昭和30

医学博士

盛典973号

昭和63年12月10日

学位規則第5条第2項該当（博士の学位論文提出者）

Fluorine・Containing Segmented Polyurethane（FPU）を用いた腹腔臓器

 障害予防のための日本人向け大動脈内バルーンの作製と実験的検討

（主査）教授 小柳  仁

（副査）教授 細田 瑳一，教授 橋本 葉子

論 文 内 容 の 要 旨

 研究

 Intra・aortic balloon pumping（IABP）は，大腿動

脈から挿入した円筒状のバルーンを，大動脈弓下端か

ら腹腔動脈直上までの下行大動脈内に置き，心拍同期

で吹丁丁気を行い，約30mlの血液移動により不全心の

循環を補助する：方法である．欧米人向けに作製された

従来のバルーンは，小柄な患者においてサイズに起因

する腹腔臓器障害が報告されている．新しい抗血栓性

材料であるFPUを用いて，小柄な体型に適したバ

ルーンの開発を目的とした．

 方法

 （1）腹腔動脈を閉塞しないバルーンサイズを決定す

る目的で，心カテーテルにより大動脈弓部から腹腔動

脈までの距離，および胸部大動脈の直径を，45症例で

測定した．

 （2）抗血栓性を検討するため，FPUで作製したバ

ルーンと従来より使用されているCardiothane製の

バルーンを，雑種成犬13頭に挿入し，血液凝固系の変

化，抜去後のバルーン表面の肉眼的，電顕的観察を行

い比較した．

 結果

 （1）心カテーテルによる検討から，以下の3種類の

バルーンサイズを決定し作製した．A：長さ23cm，直

径15．5mm，容量38ml． B：長さ20cm，直径15．Omm，

容量30ml． C：長さ18cm，直径14．Omm，容量24ml．

また身長との比較から，Aは165cm以上， Bは165cm

未満155cn1以上， Cは155cm未満の患者に適すると考

えられた．

 （2）抗血栓性の検討では，血小板数，血小板粘着能，

フィブリノーゲン，ACT測定において， FPUバルー

ンはCardiothaneバルーンと比較して良好な結果が

得られた．走査電顕によるバルーン表面の観察では，

FPUの方がCardiothaneより血栓形成が明らかに少

なかった．

 考察

 IABPの合併症としては，挿入側下肢の血行障害に

加え，腹腔臓器障害も報告されており，重要な問題と

思われる．日本人の体型にあわせた新しい規格のバ

ルーンの開発により，患者の腹腔動脈がバルーンで閉

塞される危険性はなくなったものと考えられる．

 抗血栓性においては，現在使用されているCar－

diothaneバルーンと比較して， FPUバルーンが良好

な結果を示した．臨床例の駆動において抗凝血薬の減

量が可能と思われる．

 結語

 腹腔臓器障害予防のために，小柄な体型に合わぜた

バルーンを身長に応じて3種類決定し作製した．FPU

とCardiothane製のバルーンを用いた駆動実験によ

り，FPUの方が抗血栓性において良好な結果を示し
た．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は下行大動脈に長径20cm前後のバルーンカテーテルを挿入して行う補助循環法（大動脈内バルーン

パンピング）の合併症を予防する為，小柄な体型でも腹腔動脈を閉塞しないバルーンサイズを決定したもので，

臨床上価値ある研究である．
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